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はじめに
　本稿は、現代日本語の「ところ」を含む機能語を対象に、日本語学習者によ
る第二言語習得に関して見られる傾向を明らかにし、それについて考察するも
のである。ここで対象にする「ところ」を含む機能語というのは、次の例のよ
うに、「ところ」がそれ自体か、他の機能語と組み合わさるかして、実質的意
味より文法的な意味・機能を強く持つもののことである。
1 ）私はこれから出かけるところです。
2 ）事務局に問い合わせてみたところ、事情が分かった。
3 ）言われた通りにやってみた。ところが、うまくいかなかった。
　本稿は共同執筆による論文であるので、本稿の構成と併せて執筆の分担につ
いても述べる。まず、高橋が 1 と 2 で、先行研究をもとにして、「ところ」を
含む機能語を日本語学習者が習得する上で、どのような難しさがあるかを見る。
また、数多くある「ところ」を含む機能語をできるだけ網羅する。次に孟と凌
は、学習者や教授者としての経験も踏まえながら、日本語学習者のコーパスに
よる調査結果を報告する。3．1では、凌が「ところ」を含む機能語全般につい
ての調査結果を報告する。3．2では、孟が、過去に自分の研究として調査した
結果をもとに、「ところ」を含む機能語のうちで特に注目するものを取り上げ、
分析結果を報告する。この他、「はじめに」「おわりに」は高橋の執筆による。
なお、論全体について、 3 名で議論をして作成した。
　以上の研究により、機能語化、複合辞化した表現が、日本語学習者の習得に
とってどのような存在であるかを明らかにすることを目指す。
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1 ．日本語学習者の文法習得の観点から
1．1　学習者の推論した誤った文法知識
　野田（編）（2001）の「 第 4 章 誤用の隠れた原因〈 3 〉学習者の推論した誤っ
た文法知識」（執筆：小林典子）では、日本語学習者が、教師や教科書の例文
から固定的なルールを推論する事例が紹介されている。そのうち「部分固定型」
の事例として、中上級レベルの学習者による「ところ」についての誤った知識
が紹介されている。
4 ）（コンパの会場が）くつをぬぐところなら、穴の開いた靴下では恥ず
かしい。
小林氏によると、中上級のレベルの文法のクラスで、この文の意味を簡単には
理解してもらえなかったことがあるという。クラスに40人ほどいた中上級の学
習者のほとんどが、「動詞＋ところ」を、「～スル／シタ／シテイル＋ところ」
という組み合わせの時の表現として考え、ここでの本来の意味である、場所と
して考えることができなかったため、混乱してしまったという。
　小林氏は学習者の誤解を次のようにまとめている。
形容詞／形容動詞＋ところ　→　 広いところ、きれいなところ、静かなと
ころ（場所を言う）
動詞＋ところ　→　 おふろに入るところ、入っているところ、入ったとこ
ろ（時を言う）
　学習者の誤解の傾向について小林氏は、「これらの例に見るように、学習者
は狭い範囲に固定した方が理解しやすいらしい。文全体の意味から調整して文
法を決めるのは苦手なようであり、それが習得を難しくしている。」と述べて
いる。野田（編）（2001）の第 1 、2 章では、同様の傾向を、迫田久美子氏が「ユ
ニット化」と呼んでいる。
　このように、母語話者が広い観点から文法の解釈ができるのに対し、十分に
その言語が習得できていない学習者が、「くつをぬぐ」と「ところ」の関係の
ように狭い範囲での解釈になりがちであるということを、次の作例によって確
認しておこう。
5 ）ａ ここが、くつをぬぐところなら、くつはどこに置けばいいでしょう
日本語学習者による「ところ」を含む機能語の習得について　25
か。
　　ｂ もし私がその時、くつをぬぐところなら、荷物をどこかに置いてお
くと思います。
　おそらく「くつをぬぐところなら」の解釈には、aの「ここが」、bの「私が」
「その時」との対応が手がかりになるであろう。それが省略されている場合でも、
それが推測できるかどうかが正確な解釈のための決め手になるであろう。また、
後件の内容も、正確な解釈を助けると考えられる。
　文法的に言えば、「ぬぐ」と「ところ」の関係は、ａは格関係であり、ｂは
動詞の表す動きを補助的に表す関係であるが、これが形式上区別されないのは、
学習者にとっては非常に紛らわしいと言える。
1．2　KYコーパスによる調査
　もう一つ、「ところ」に関する日本語学習者の習得研究の例を挙げておく。
専修大学大学院の修士論文である謝（2014）は、名詞「ところ」と、「ところ」
を含む機能語を広く対象とし、中国と日本で使われているいくつかの日本語教
科書におけるそれぞれの扱われ方を調べ、さらにKYコーパスを参照し、日本
語学習者（中国語、韓国語、英語母語話者）に加えて、OPIテスターである日
本語母語話者が使用する「ところ」についても用例を収集し、その使用を比較
している。
　KYコーパスのデータを見ると、多くの表現は日本語学習者も日本語母語話
者も使用し、あまり偏りは見られない。しかし、次の部分には、日本語学習者
と日本語母語話者の間で使用の偏りが見られたという。
　日本語学習者がよく使用し、日本語母語話者はあまり使用しない表現として
は、「そういうところ」があったという。謝（2014）が示している例を数えて
みると、29例中28例が日本語学習者の使用である。
6 ）東京に住んでるからそういうところが好き（英語母語話者・上級・サ
ブレベル上）
7 ）韓国で、そういうところで就職をしたいなと思ってます（韓国語母語
話者・上級・サブレベル上）
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8 ）そういうところはたぶん、日本政府の、過ち、判断間違えたっていう
かそういうところはあったらしいんですけども…そういうところはあ
ると思いますので（中国語母語話者・超級）
　一方、日本語母語話者がよく使用し、日本語学習者はあまり使用しない表現
としては、接続詞の「ところで」「ところが」があったという。これらは22例
のすべてが日本語母語話者の使用である。
9 ）あのーところで話が変わりますけどね（日本語母語話者）
10）なるほどなあ、ところで、Sさんの趣味はなんですか（日本語母語話者）
11）ところが、それがうまくいかなかった結局（日本語母語話者）
12）それでーあのー、ところがオリンピックが終わったあと（日本語母語
話者）
　以上の偏りは大変興味深いものであるが、様々な要因が関係している可能性
を考える必要があるだろう。謝（2014）も、完全な結論を出すのには慎重になっ
ている。
　最も考慮しなければいけない要因として、日本語母語話者と日本語学習者が、
インタビューをする側とそれを受ける側に立場が分かれているということがあ
る。例えば、話題転換の「ところで」は、インタビュアーとしての役割の日本
語母語話者の使用が多くなるのは、必然的と言える。また、日本語学習者の使
用が多い「そういうところ」に対して、「どういうところ」と問いかける表現
を謝（2014）のデータの中で調べてみると、インタビュアーである日本語母語
話者の使用が18例中17例と、圧倒的に多いようである。しかし、このような立
場の違いも、日本語学習者が「ところが」を使わない理由、日本語母語話者が
「そういうところ」を使わない理由にはならないのではないかと考えられる。
　また、さらに他の要因もあるようである。接続詞「ところで」については、
謝（2014）は教科書の翻訳の問題が誤用に影響している可能性を挙げている。
日本語教科書の『新編日語』と、『みんなの日本語』の中国語版の翻訳・文法
解説には、接続詞「ところで」の中国語訳に、逆接を表す「可是」という語が
示されていることを指摘している。言うまでもなく、接続詞の「ところで」に
は逆接の用法はない。これは「～したところで」が逆接を表わすのとは異なる
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点である。この中国語訳との関係は明らかではないが、謝（2014）は、『日本
国語大辞典 第二版』に、次のような意味が載っていることも指摘している。
ア．先行の事柄に反する事柄を述べるときに用いる。だが。しかるに。
　＊ 寛永刊本蒙求抄（1529頃）一「こなたへはまいり候まいと云ぞ、処で
三度まで行れたぞ」（『日本国語大辞典（第二版）』「ところで」二〘接
続助詞〙）
これは、『広辞苑 第六版』にも 2 つ目の意味として載っており、一方で『明鏡
国語辞典 第二版』には載っていないという。謝（2014）は、言葉を歴史的に
見る辞典と、主に現代語を見る辞典の違いと考えている。
　このように、日本語学習者に特徴的な文法の使用について調べて行くと、日
本語の文法体系自体に由来する要因の他にも、種々の要因が推測できる。議論
を整理する必要もあるが、一方で、どのような要因があるかを把握する必要も
あると言えるであろう。
2 ．日本語学・日本語教育学の観点から
　次に、「ところ」について語彙的・文法的に明らかになっていることをまとめ、
語彙的要素から文法的要素への用法の拡大という面について見る。
2．1　名詞「ところ」の文法化について
　次に、名詞「ところ」の用法の広がりを把握した上で、文法化の観点からど
のような捉え方ができるかを考える。
　まず、名詞「ところ」の用法の広がりを、国語辞典によって見てみよう。『日
本国語大辞典 第二版』を参照すると、大きく 3 つの意味・用法が挙げられて
いる。（以下の引用で用いる分類記号は原典とは異なる）
〔一〕 場所。ある人や物事が存在したり、行われたりする空間的な位置を
いう。
〔二〕抽象的な事柄について、その位置関係などを示す。
〔三〕形式名詞として用いる。
さらに、それぞれにどのような用法が含まれているかについて見る。
28　専修国文　第102号
　「〔一〕場所」の用法は、古事記以降の各時代の用例が挙がっており、古くか
らあることが分かる。近代文学作品からは、天気予報で使用される「所（トコ
ロ）に依り雨」の例も挙がっている。これは連体修飾語を伴わない「ところ」
の用法であり、実質的意味を持つ普通名詞としての用法ということになる。た
だし、現代語としては慣用表現化した用法と考えられる。
　「〔二〕抽象的な事柄について、その位置関係などを示す」用法は、一つ下位
の分類として次のようなものがある（①～③のみ示す）。「①（連体修飾語を受
けて）そういう箇所、その点などとさしていう。」「②（多く「所を得る」など
の形で）位置や地位をいう。」「③（連体修飾語を受けて時間的な位置を表わす）」。
このうち、連体修飾語を受けて使用される「ところ」の用法については、本研
究の観点からは形式名詞としての用法に含めることにする。なお、連体修飾部
については、必ずしも語のみではなく、句や節の単位である場合もあると考え
る。
　「〔三〕形式名詞として用いる」用法は、一つ下位の分類として次のようなも
のがある（①②④のみ示す）。「①連体修飾句を受けて、その語句の表わす事柄
の意に用いる。…ということ。」「②用言の叙述を受け、「ところの」の形で体
言へ続ける。「所」が古代中国語で受身の意で用いられるのを直訳した表現と
して使用され、近代ではヨーロッパ語の関係代名詞の翻訳語としても使われて、
多用されるようになった。」「④（「…をした時」の意から変化して、接続助詞
のように用いる）上の句の叙述を受けて、下の述語に続ける候文などで多く用
いられた。」本研究の観点からは、①は形式名詞として捉えるが、④は、現代
語の「～したところ（が）、」の用法と考えられるため、「ところ」が名詞とし
ての独立性を失い、複合辞として用いられていると考える。
　以上のような用法の広がりを、本研究の立場から述べると、「ところ」には
実質名詞としての用法を中心として、形式名詞としての用法、さらに複合辞の
一部としての用法というように、幅広い用法の広がりが見られる。
　これらのうち、文法的な要素としての「ところ」や「ところ」を含む機能語
についての記述的な研究として、吉川（編）（2003）、田中（1996）、佐藤（1998）
等を参照した。いずれも、意味・機能の面から、また、形式の面からも各用法
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を関連付けて把握している。2．2の最後で諸用法をまとめる際には、特に吉川
（編）（2003）を元にする。
　さらに、文法化の観点からの研究として、青木三郎・竹沢幸一（編） （2000）
『空間表現と文法』に収録されている 2 論文を参照する。
　青木（2000）は、名詞の「ところ」と「場所」を対比させ、「場所」が具体
的な視点での空間の特定化であるのに対し、「ところ」は抽象度の高い空間表
現であり、「概念的にある空間を話題化して、特定の空間を取り上げる」とし
ている。文法化した接続助詞的、助動詞的な用法も含めて、ある要素の特定化
という特徴を認めているが、一方で、必ずしも具体的な用法から抽象的な用法
へ派生していくとはいえないという見方をしている。
　砂川（2000）は、一般言語学の観点から、空間概念を表わす日本語の動詞や
名詞が、文法化して時間の表現となることについて、メタファーによって空間
から時間への意味の転写が行われるという考察をしている。「ところ」につい
ては、空間概念に由来して時間概念を表わす名詞の中では最も抽象度が高く、
そのために時間や条件を表す接続助詞・助動詞へと変化した表現を豊富に見出
すことができるとしている。
2．2　第二言語習得論の観点から
　名詞「ところ」と「ところ」を含む機能語の用法の広がりの把握に関連して、
文法論的な把握とは別に、第二言語習得論において見られる意味論的な把握を
参照しておこう。
　第二言語習得論には、学習者の母語からの転移に関して、「典型性」（プロト
タイプ性）が関係しているという見方がある。白井（2008）は「人間はあるカ
テゴリーの中で何が典型的で何が典型的でないか、という直感を持っている。
そして、典型的なものは外国語にも訳せるが、そうでないものは外国語に訳せ
ないだろうという判断をする。」としている。
　大関（2010）は「学習者は、母語で言えるものを何でも転移させるわけでは
なく、「同じように使える」と思うときもあるし、「使える」と思わないときも
ある。（略）学習者は、その使い方が典型的、つまり基本的な使い方だと感じ
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る場合には転移させるが、典型的ではないと感じると転移させない。」として
いる。
　白井（2008）、大関（2010）は、このような立場の研究の例として、Kellerman
による、オランダ語を母語とする英語学習者が、オランダ語の動詞breken（英
語のbreakに相当）について基本的な意味と考えるランクづけと、英語のbreak
の用法として許容できると考えるランクづけに相関があることを明らかにした
研究を挙げている。（他にKellerman（1979），牧野他（訳）（1995）を参照した）
　このような「典型性」の観点も踏まえて、学習者にとっての習得のしやすさ
について考えてみよう。ここでは、あくまで日本語自体の意味や文法の特徴を
問題にするが、学習者の母語からの転移に関して、特に中国語については、王・
鈴木（1997）が示している対照を参考にする。また、先に述べたように、「と
ころ」を含む機能語については、主に吉川（編）（2003）の分類を参考にする。
　まず、名詞としての「ところ」は、場所を表わす用法だけでなく、抽象的な
位置関係を表わす用法もあるが、砂川（2000）を参照すると、このような用法
の広がりは普遍性が高いようであり、学習者にとっては習得しやすいと考えら
れる。
　時間の表現として直前・最中・直後を表わす「スル/シテイル/シタ ところだ」
の用法は、終止用法と同様の「スル‐シタ/シテイル‐シテイタ」の対立に「と
ころだ」を付けるだけであり、学習者にとっては、形式的にも意味的にも分析
的な把握がしやすいものであると考えられる。
　一方、「～ところを」「～ところで」などの接続助詞的な用法や、接続詞の「と
ころが」「ところで」などは、単に抽象的な位置や時間を述べるだけではない
ことや、後接する助詞もそれぞれの意味と結びつけにくいことなどから、学習
者には習得がしにくいものであろうと考えられる。
　このように予想した 3 つの分類を下に示す。「ところ」を含む機能語には、
吉川（編）（2003）が示している例文を付ける。次の 2 で述べる調査においても、
この把握を基にする。
　 1 ．名詞「ところ」としての用法
　　　　“場所” の意味の用法
日本語学習者による「ところ」を含む機能語の習得について　31
　　　　“抽象的な位置” の意味の用法
　 2 ． 「ところ」を含む機能語のうち、学習者にとって習得しやすいと推測さ
れるもの
　　　　「V ところだ」（“直前・直後・最中” を表す「～スル・シタ・シテイル
ところだ」と、その他「～シタイところだ」「～シテモライタイと
ころだ」等）
　　　　「V 1 ところ＋助詞＋V 2 」（“事態への介入” を表す「ところを」（例：
デートしているところを見られた。）、「ところへ／に」（例：出か
けようとしたところへ友達から電話がかかってきた。）、「ところで」
（例：全員がそろったところで始めよう。））
　 3 ． 「ところ」を含む機能語のうち、学習者にとって習得しにくいと推測さ
れるもの
　　　　「V ところ（＋助詞）、…」（“反予想的・反期待的事態への遭遇” を表
す「Vた ところで」（例：一生懸命やったところで、出来ない。）、「V
た ところ（が）」（例：教室へ行ったところ、誰もいなかった。）
　　　　接続詞「ところが」「ところで」
3 ．YNU書き言葉コーパスによる調査
　 3 においては、YNU書き言葉コーパスを使い、中国語、韓国語を母語とす
る日本語学習者、及び日本語母語話者の作文に現れた「ところ」に関する表現
を収集し、分析を行った結果を示す。
　YNU書き言葉コーパスは、日本人大学生30名と留学生60名（韓国語母語話
者30名、中国語母語話者30名）に対し、12種類のタスクを課すことで得られた
計1080編の作文をコーパスの形にまとめたものであり、金澤（編）（2014）『日
本語教育のためのタスク別書き言葉コーパス』に収録されている。
3．1　調査の概要
　本研究は「YNU書き言葉コーパス」を利用し、「ところ」の用例を252例収
集した。
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収集した用例を用法ごとに分類し、下記の表 1 にまとめる。
表 1：「YNU書き言葉コーパス」における「ところ」のデータ集計
中国語
母語話者
韓国語
母語話者
日本語
母語話者
総計 割合
実質名詞 1 （場所） 55 45 13 113 44.8％
実質名詞 2 （抽象的） 8 5 15 28 11.1％
「スル/シテイル/シタ ところだ」 8 0 0 8 3.2％
「～ところ（助詞）、」 18 10 19 47 18.6％
慣用的用法 20 9 13 42 16.7％
接続詞「ところで」「ところが」 5 5 4 14 5.6％
総計 114 74 64 252 100.0％
割合 45.2％ 29.4％ 25.4％ 100.0％
母語話者別
「ところ」種類
　種類ごとに見ていくと、「場所」を表す実質名詞 1 、とより抽象的な意味を
表す実質名詞 2 のいずれも、学習者・母語話者の用例があった。例文13）～15）
は場所を表す実質名詞で、例文16）～18）は実質名詞 2 の例文である。本研究
において、例を示す際に、話者の国籍、タスク及び学習者のレベルを記載する。
例えば、「C」は中国語母語話者、「K」は韓国語母語話者、「J」は日本語母語
話者を表す。「H、M、L」はそれぞれ順に学習者の日本語のレベルを表す。
13）実はちょっとお願いがあるのですが、今は論文を書いているところな
んですが、「環境学入門」という本を読みたいですが、図書館にこの
本がないので、宋から聞いたら、田中先生のところにあるのです。
（C013，L）［タスク 1 ］
14）その理由としては、今学校の近いところの家の平均的家賃が 6 万円で
いろいろな税金を含むと 1 人 8 万円ぐらいが必要なんですが、今留学
生たちは 4 万 5 千円を毎月もらっている状況なので、 8 万円に食事代
とかも含むと結構大変になるからです。（K019，L）［タスク 4 ］
15）もし閉鎖されると、産婦人科へは10km離れた○○市、リハビリへは
○○山地を越えた○○県○○市という20kmも離れたところまで行か
なければなりません。（J012）［タスク 6 ］
16）進学でも就職でも、結局何をしたいかというところに尽きます。（C058，
H）［タスク 5 ］
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17）いろいろ足りないところがあると思いますがよろしくお願いします。
（K018，H）［タスク 8 ］
18）ここから更に上昇を続けるのか、多少落ち着くのか、はたまた再び行
き詰まってしまうのか、注目される所である。（J022）［タスク 3 ］
　次に、学習者にとって使いやすいと予想した、時間を表わす「スル/シテイ
ル/シタ ところだ」の用例だが、実際のところ、用例は少なかった。「シテイ
ルところだ」のみ中国語母語話者の学習者に限って用例があり、「スル／シタ
ところだ」については該当する用例がなかった。例文19）は「シテイルところ
だ」の例文である。
19）今はちょうど卒業論文を書いているところです。（C050，L）［タスク
1 ］
　一方、使いにくいと予想した、文中の接続助詞的な「～ところ（助詞）」は、
事実条件文的な「～シタところ」が多かった。例文20）はその用例だが、これ
については後の3．2で詳しく述べる。
20）レポートを書くのに必要なんですが、図書館にはなかったので、困っ
ていたところ周りの人から鈴木さんは持っているということを聞かれ
て、連絡するようになりました。（K02，M）［タスク 2 ］
　更に、接続詞「ところが」は学習者、母語話者ともに用例があったが、接続
詞「ところで」は、中国語母語話者の学習者の用例のみであった。例文21）～
23）はそれぞれ中国語母語話者、韓国語母語話者、日本語母語話者の「ところ
が」に関する用例であり、例文24）は「ところで」の用例である。
21）怒り出したお父さんは彼女を無理に連れて帰ろうとしました。ところ
が、牛飼 いは追いかけてきました。牛飼いは織姫が作ってくれた服
を着て空を飛ぶことができるようになったのでした。（C039，H）［タ
スク12］
22）直接田中先生の研究室に訪ねてお聞きしたいですが、いつごろがよろ
しいですか？ところが、もし『環境学入門』の本が必要なんですが図
書館にはいなくて…。もしその本も貸していただけるでしょか。
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（K015，M）［タスク 1 ］
23）娘と若者はすぐに仲良くなり、やがて互いに愛しあうようになりまし
た。ところが二人が結婚してからは、娘ははた織りをしなくなり、若
者は畑仕事をさぼるようになり、二人は遊んでばかりの毎日を送りま
した。（J009）［タスク12］
24）急にメールを送って、すみません。ところで、「環境学入門」という
本のことなんですが、論文を書くのに参考したいと思います。（C022，
L）［タスク 1 ］
　最後に、全体的に分析すると、「中国語母語話者＞韓国語母語話者＞日本語
母語話者」の順に「ところ」が多く使われている。用例数から見ると、韓国語
母語話者と日本語母語話者の差はそれほど大きくないが、中国語母語話者の用
例が多く、韓国語母語話者の1.5倍で、日本語母語話者の1.7倍以上になる。こ
の原因はまだ解明できていないが、これについても今後、考察していこうと思
う。また、「ところ」が使用されない場合に、代わりにどのような表現が用い
られるかについても、今回は十分に調査ができなかったため、今後の課題にし
たい。
3．2　「～ところ（助詞）、～した」の使用について
　次に、事実条件文的な「～ところ（助詞）、～した」の用法の調査結果につ
いて述べる。
　日本語記述文法研究会（編）（2008）によると、「シタところ」の順接の用法
は「たら」などを用いた事実条件文に近いという。筆者は過去の研究でYNU
書き言葉コーパスを使って学習者の事実条件文の使用状況を調査した。また、
事実条件文についての研究の一環として「シタところ」の用法も含めて観察を
行った。その結果、日本語学習者（中国語・韓国語母語話者）と日本語母語話
者との「シタところ」の使用上における違いが見られた。学習者の誤用は主に
文体の違いによる誤用と形式上の間違いの 2 つに分けられる。
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観察 1　文体の違いによる誤用
　日本語母語話者の文章に見られる文体の違いは、日本語学習者にとって習得
がしにくいようである。日本語母語話者の文章は、改まった述べ方とくだけた
述べ方に明らかな違いがあるが、日本語学習者の文章の場合、その違いは明確
でない。
観察 1 - 1
　日本語母語話者はタスク 1 では先生にメールで報告する際に「動詞たところ」
を使っており、タスク 2 では友達にメールで同じことを伝える際に「動詞たと
ころ」を使っておらず、事実条件文の「たら」形式を使っている。
　日本語母語話者による先生への返信メール：
25）先生方に相談してみたところ、田中先生が書籍をお持ちということを
聞き、そちらを借りられるかどうかを確認したく、メールをさせてい
ただきました。（J020）［タスク 1 ］
　日本語母語話者による友人への返信メール：
26）友達に聞いたら鈴木が持っているって聞いたから、もし良かったら貸
して欲しいんだけど…。（J020）［タスク 2 ］
　一方、学習者は先生と友達と両方に対して「たら」と「と」を使っている。
　学習者による先生への返信メール：
27）検索したら、図書館にはなく、先生の研究室にあるという結果が出ま
した。（C047，H）［タスク 1 ］
28）先日図書館に行って「環境学入門」という本を借りようとしたら、図
書館には置いてなく、先生の研究室にあることが分かりました。
（K009，H）［タスク 1 ］
　学習者による友人への返信メール：
29）最近論文を書いていて、『環境学入門』という本が必要になって、図
書館で探したらなかったの。（C047，H）［タスク 2 ］
30）先生から聞くと鈴木君がその本を持っているよって言われたので、も
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し、今、読んでいないのなら借してもらえるかな？（K005，M）［タ
スク 2 ］
　また、「シタところ」は学習者にはあまり使われていない。日本語母語話者
使用数の半分しかない。そして使われていても不自然であった。例えば、ID
番号C049の学習者は先生と友人と両方に対して「シタところ」を使っている。
31）本日図書館に「環境学入門」という本を借りに行ったところ田中先生
の研究室に所蔵されているとお聞きしました。（C049，H）［タスク 1 ］
32）#図書館に本を借りに行ったところ鈴木さんが借りていることが分
かって連絡したの。（C049，H）［タスク 2 ］（#は、文法的には正し
いが、実際にはそのように使用されないという意味で用いる）
　以上から、日本語母語話者は「シタところ」について聞き手の身分などを配
慮して改まった言い回しとして使っている。一方、日本語学習者は友人に対し
ても「シタところ」を使っており、母語話者のような使い分けが十分にできて
いないことが分かった。日本語学習者は、どのような場合に「シタところ」を
使うべきかが分からないのではなかということが推測される。
観察 1 - 2
　タスク 8 は漫画を見て友人にメールで事件の経緯を伝えるものである。日本
語母語話者は「テイル時に/テイル最中に/テイル途中に～した」形式を使って
いるが、中国語母語話者は日本語母語話者の使わない表現「テイルところ～し
た」で表している。
　日本語母語話者による事実条件文の用例：
33） 2 次会でカラオケに行ったら、歌っているときに、倒れて、救急車で
運ばれたみたい。（J003）［タスク 8 ］
34）歌ってる最中に倒れちゃったらしいよ。（J016）［タスク 8 ］
　中国語母語話者による事実条件文の用例：
35）#あのね新入社員の歓迎会で、鈴木先輩は飲みすぎてそれでカラオケ
に行って歌ってるところで倒れちゃって、急救車を呼んだよ。（C013，
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L）［タスク 8 ］
36）#鈴木先輩が歌っているところを倒れたんだの。（C045，L）［タスク 8 ］
　これらの言い回しは不自然であるとはいえ、文法的には正しい。事実条件文
の「テイル時に/テイル最中に/テイル途中に～した」形式より改まった言い方
としている。友人に対して使うと不自然である。
観察 1 - 3
　物語を述べるタスクでは、日本語母語話者は「シタところ」を使わず、「と」
を使う。韓国語母語話者の例には「シテところ」（「シタところ」の間違い）を
使っている用例があった。
　日本語母語話者による事実条件文の用例：
37）神様が川のそばを歩いていると一人の若者に出会いました。（J009）［タ
スク12］
　韓国語母語話者による事実条件文の用例：
38）#色々話を聞いてところ、天の山の方に住んでいる彦星という男がと
ても真面目で、良い人であることが分かりました。（K036，H）［タス
ク12］
観察 2　形式上の間違い
　日本語学習者の用例には下のような不自然な述べ方が見られた。これらは「シ
タところ、」と「テイルところ（で、に等）、」または「テイルところだ」文型
との混交であると考えられる。
39）？？あいにく天の川は水高くて、両側にいる二人がどうしようもなく、
困っているところ、突然どこからかは分かりませんが、たくさんのか
ささきが飛んできて、両側にかかる橋となってくれました。（C048，H）
［タスク12］
40）？？実は、今レポートを書いているところ、「環境学入門」という本
がどうしても必要であります。（C045，L）［タスク 2 ］
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おわりに
　以上、本稿では、「ところ」を含む機能語を中心に、名詞「ところ」の諸用
法も含めて、日本語学習者がこのような表現を習得する際の問題について調査
し、考察した。
　コーパスによる調査においては、学習者にとって使いやすいと予想した「ス
ル/シテイル/シタ ところだ」の用例は少なく、使いにくいと予想した事実条
件文的な「～シタところ」の用例が多いという結果が見られた。これは、「ス
ル/シテイル/シタ」を体系的に使い分けるより、 2 つの出来事を、生起した順
に結びつけて述べる用法の方が学習者にとって習得がしやすいということかも
しれない。さらに、日本語母語話者が文体によっては「～シタところ」を使わ
ないということが学習者に十分に習得されていない場合は、学習者によって比
較的過剰に使用されるとも考えられる。
　先行研究の一つとして参照した謝（2014）は、高橋が過去に指導した修士論
文であり、高橋はその内容に刺激を受け、他の大学院生との共同研究の形でさ
らなる研究の進展を目指した。とは言え、研究としては未だ不十分である。今
後、「ところ」に関しても、また、他の複合辞についても研究を進めていきたい。
　本稿は、2016年11月19日・20日に、香港公開大学で行われた第11回国際日本
語教育・日本研究シンポジウムにおいて、高橋・孟・凌が研究発表をした内容
に基づくものである。
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